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定額給付金給付事業は、長引く景気低迷に対する生活者の不安に対処するための家計へ

の緊急支援とともに、地域の消費拡大や景気の回復などの経済効果が期待されています。

勝浦町では、先般国会において国の２次補正予算関連法案が可決されたことを受け、定

額給付金給付事業を実施することとなりました。

この度、町民の皆さんに定額給付金申請書（請求書）をお送りしますので、必要事項を

記入し、同封の返信用封筒（切手不要）で返信してください。

なお、定額給付金制度を悪用した振り込め詐欺等にはくれぐれもご注意ください。

勝浦町長 中 田 丑五郎

１．目 的

定額給付金給付事業は、町民の皆さんへの生活

支援と地域の経済対策に資することを目的として

います。

このため、できる限り町内での買い物などに活

用されますようお願いいたします。

２．給付対象者

定額給付金の給付の対象となるのは、平成21年

２月１日において、次の各号のいずれかに該当す

る方です。

①住民基本台帳に記録されている方

②外国人登録原簿に登録されている方（ただし、

不法滞在者および短期滞在者は除きます。）

３．申請・受給者

定額給付金の申請並びに受給することができる

のは、給付対象者の属する世帯の世帯主（外国人

については、給付対象者）となります。

４．給付額

給付額は、給付対象者１人につき12，000円です。

ただし、平成21年２月１日において65歳以上の方

および18歳以下の方については20，000円です。

５．給付の申請

給付を受けようとする方は、定額給付金申請書

により、勝浦町長に申請してください。

６．給付の方法

給付は、申請・受給者が指定する口座への振込

を原則として交付を行います。現金による窓口で

の交付は、口座への振込みによる給付が困難な場

合に限り行うことといたします。

【問い合わせ】

勝浦町総務税務課 定額給付金担当

（42）2511・IP㈹050（3438）7148

定
額
給
付
金
の
給
付
を
よ
そ
お
っ
た

「
振
り
込
め
詐
欺
」
や
「
個
人
情
報
の
搾
取
」
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
銀
行
な
ど
の
現
金
自
動
預
払
機
）
の
操
作

を
お
願
い
す
る
こ
と
は
絶
対
あ
り
ま
せ
ん
。

※
定
額
給
付
金
の
給
付
の
た
め
に
、
手
数
料
な
ど
の
振

込
み
を
求
め
る
こ
と
は
絶
対
あ
り
ま
せ
ん
。

定
額
給
付
金
に
関
し
て
、
役
場
や
総
務
省
な
ど
が

怪しいと思ったら、
迷わず警察に！

徳島県警察本部県民の声110番

088（653）9110

プッシュ回線は ＃9110 も可能

定額給付金給付事業の概要
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定額給付金の申請から給付まで

４月10日予定
定額給付金申請書郵送

返信用封筒（切手不要）を用意しますので、郵送による申請を基本とします。ご協力をお願い

します。

窓口での受付は、役場２階会議室において行います。

①申請書②本人確認ができる書類の写し③預貯金通帳等の写し（名義人と口座番号が分かる写し）

を返信用封筒に入れてお送りください。定額給付金は「口座振込」を原則とします。

口座をお持ちでないなど特別な事情がある場合は、現金での給付が可能ですが、その場合でも

①と②の書類は必要です。給付についても日数がかかる恐れがあります。

４月13日開始予定
郵送による申請受付

４月20日開始予定
窓口による申請受付

口座振込を希望
する受給者には

指定口座に振込

※交付決定通知を
送付します。

口座番号等の確認のため、
ご連絡する場合があります。

※銀行のＡＴＭ（現金自動預払機）の操作

をお願いすることはありません。

振り込め詐欺等には十分ご注意ください。

口座をお持ちでな

いなど特別な事情

があり、現金給付

を希望する受給者

には、後日、現金

給付交付決定と案

内通知を送付しま

す。

①現金給付交付決定（案内）通知

②本人確認ができる書類

③印鑑（朱肉をつけて押印するもの）

を指定された日にご持参いただきます。

現 金

定額給付金の受領は、

トラブルが少ない口座振込

を原則としていますので、

ご協力をお願いします。

！
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勝浦町在住の子どもに対する健康と福祉の増進を図るため、平成21年４月１日から

乳幼児医療の助成対象が拡大されます。４月の受診から適用されます。

助成対象の拡大範囲

通 院

入 院

現在の対象期間

０歳 ～ ７歳未満

新たに拡大された対象期間

小学校卒業まで

現在の制度 平成21年４月からの制度

医療費の

助成対象

通院・入院とも７歳の

誕生月の月末まで

通 院 小学校卒業まで
（12歳になった最初の３月31日まで）

入 院 小学校卒業まで
（12歳になった最初の３月31日まで）

助成の方法

乳幼児医療費受給者

証を医療機関窓口で提

示していただくことに

より、窓口負担分が助

成されます。(一部自

己負担金なし。)

入院時の食事療養費

も助成対象。

乳幼児医療費受給者証を医療機関窓口で提示して

いただくことにより、窓口負担分が助成されます。

ただし、平成21年４月１日から助成対象が拡大さ

れる７歳～12歳のお子様について、一部自己負担金

が発生します。０歳から７歳未満のお子様について

は現在の制度と同じです。

《 一部自己負担金について 》

・通院・入院とも１か月１レセプト600円となります。ただ

し、支払額が600円未満の場合は、その額が一部自己負担

金額となります。

・同じ医療機関でも複数の診療科がある病院については、

診療科ごとにレセプトが作成される場合は、診療科ごと

に１レセプト600円の負担となります。

・入院時の食事療養費は助成対象外となります。

どこが変わるの？

現在、通院費の助成は７歳までですが、平成21年４月１日以降の診

療分については、入院費・通院費とも小学校卒業まで（12歳になった

最初の３月31日まで）助成が受けられるようになります。但し、新た

に拡大される対象のお子様は、一部自己負担金が発生します。

手続きをしないといけない人は？

平成21年４月１日時点で（平成９年４月２日から平成14年４月１日生まれ）の保

護者の方は、新たに申請の手続きをしていただく必要があります。新たに対象となっ

た方には、申請書類を送付していますので手続きをしてください。

【問い合わせ】 勝浦町福祉課 （42）1502
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梅の花がほころび始めた２月22日に開

幕した「第21回ビッグひな祭り」。新聞

やラジオ・テレビなどマスコミ各社の報

道が続き、連日大盛況で賑わいました。

特に今回は、近畿・阪神や中国地方から

訪れる県外客が多く見られました。
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各
沿
道
に
ひ
な
飾
り

ひ
な
祭
り
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
始

ま
っ
た
、
「
ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も

と
」
を
中
心
と
し
た
「
奥
座
敷
」
も

今
回
で
七
年
目
と
な
り
、
ア
イ
デ
ア

を
こ
ら
し
た
創
造
豊
か
な
ひ
な
飾
り

と
と
も
に
、
家
々
の
軒
先
に
も
お
ひ

な
様
が
飾
ら
れ
、
道
行
く
人
々
の
な

ご
み
街
道
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

終
点
の
森
本
家
の
ひ
な
飾
り
に
は
静

寂
の
な
か
に
、
雅
や
か
な
世
界
が
創

り
だ
さ
れ
大
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
も
西
岡
商
店
街
や
勝

浦
中
央
商
店
街
の
住
民
の
協
力
に
よ

り
、
軒
先
に
ひ
な
飾
り
が
出
現
し
、

町
全
体
が
ひ
な
祭
り
一
色
と
な
り
、

町
内
外
の
人
々
に
感
動
を
与
え
ま
し

た
。

各
イ
ベ
ン
ト
に
大
反
響

今
回
は
お
雛
さ
ま
を
通
じ
て
交
流

の
あ
る
、
愛
知
県
新
城
市
か
ら
お
雛

さ
ま
の
里
帰
り
エ
コ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
を
開
催
し
た
ほ
か
、
勝
浦
町

で
も
勝
浦
エ
コ
フ
ァ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

を
開
催
し
大
好
評
で
し
た
。

そ
し
て
、
勝
浦
で
も
昔
な
つ
か
し

く
な
っ
た
「
遊
山
」
を
テ
ー
マ
に
と
、

遊
山
に
思
い
を
込
め
た
飾
り
付
け
、

「
遊
山
箱
展
示
」
、
「
遊
山
弁
当
の
販

売
」
な
ど
今
回
も
試
み
た
と
こ
ろ
、

大
好
評
で
、
徳
島
独
特
の
文
化
と
言

わ
れ
て
い
る
「
遊
山
」
の
再
生
と
、

今
後
の
さ
ら
な
る
発
展
を
予
感
さ
せ

る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
阿
波
踊
り
や
人
形
浄

瑠
璃
・
琴
演
奏
等
、
多
様
な
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
大
勢
の
方
か
ら
大
好

評
で
し
た
。

第
二
十
二
回

ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
に
向
か
っ
て

実
行
委
員
会
の
目
標
で
あ
る
「
グ

ロ
ー
バ
ル
勝
浦
」
は
、
日
本
文
化
で

あ
る
ひ
な
人
形
を
、
さ
ら
に
世
界
の

人
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
訪
れ
て

い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い
と
、
勝
浦

の
知
名
度
を
高
め
る
こ
と
で
あ
り
、

「
世
界
の
勝
浦
」
を
実
現
で
き
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
町
ぐ
る
み
の
ひ

な
祭
り
が
不
可
欠
で
あ
り
今
回
の
家
々

の
ひ
な
飾
り
は
、
新
し
い
息
吹
と
し

て
町
民
み
な
さ
ん
の
理
解
と
協
力
に

感
謝
し
、
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、

ご
意
見
と
ア
イ
デ
ア
に
期
待
す
る
も

の
で
す
。

《
問
い
合
わ
せ
》

ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
実
行
委
員
会

（
４
２
）３
３
０
０

お
知
ら
せ

��������

��������
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平
成
二
十
年
十
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
学
校
支
援
地

域
本
部
事
業
は
、
四
月
よ
り
二
年
目
に
入
り
ま
す
。
現

在
ま
で
の
と
こ
ろ
二
十
五
人
の
方
が
学
校
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
登
録
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
月
か
ら
は

読
み
聞
か
せ
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、
清
掃
活
動
等
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
も
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録

し
て
学
校
の
教
育
活
動
を
一
緒
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

①
誰
で
も
（
年
齢
や
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
）

②
何
で
も
（
自
分
の
得
意
分
野
、
で
き
る
こ
と
）

③
好
き
な
と
き
に
（
参
加
で
き
る
と
き
）

活
動
で
き
ま
す
。

保
険
料
は
事
業
費
で
支
払
う
の
で
無
料
で
す
。
安
心

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

勝
浦
町
教
育
委
員
会

（
４
２
）
２
５
１
５

Ｉ
Ｐ

０
５
０
（
３
４
３
８
）
７
１
４
８

３月13日、16日の２日間、勝浦中学校体育館にお

いて、地区対抗バスケットボール大会が開催された。

大会は、勝浦体協が主催。町内から６チームの参

加があり、５対５のリーグ戦方式で行われた。

決勝は、山西※ 対星谷。試合は、どちらも相手に

流れを与えることなく、一進一退の攻防を展開。終

盤までもつれ込んだが、星谷のパスミスが重なり山

西が46－44の２点差で優勝した。

※山西…石原・沼江・掛谷・山西・中角・黒岩

第37回

校門前の清掃活動 ２月６日実施 集団下校時の安全パトロール １月22日実施

勝
浦
町
学
校
支
援

予選
リーグ

Ａ

専門学校 棚 野

星 谷

×

○ ×

×

○○

予選
リーグ

Ｂ

生 名 横 瀬

山 西

×

○ ×

×

○○

リーグＢ
１位

山 西
46

19－７
７－16
４－７
16－14

44
リーグＡ

１位
星 谷

優勝 山 西
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平
成
二
十
年
度
朝
桐
奨
学
賞
に
、
岩
本
将

希
さ
ん
と
吉
岡
璃
緒
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
名
誉
町
民
・
故
朝
桐
猪
平
氏

の
尊
い
ご
遺
志
を
永
久
に
遺
す
た
め
、
ご
遺

族
か
ら
寄
付
さ
れ
た
資
金
で
設
け
ら
れ
た
も

の
で
、
毎
年
勝
浦
中
学
校
を
卒
業
す
る
生
徒

の
中
か
ら
優
秀
な
方
に
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
年
度

吉 岡 璃 緒 さん

（中角)

岩 本 将 希 さん

（生名)

トラックステージにて、トップセールス＆

新鮮なっ！とくしまフェア開会セレモニー

中田町長による勝浦町ＰＲ

で

３月８日 、東京都大田区ダイシン百貨

店にて新鮮なっ！とくしま号によるショッ

プ展開が催されました。

勝浦町からは売れっ娘部会の手選別みか

んや、ビッグひな祭りなどの観光ＰＲをし、

より多くのみなさまに勝浦町を知っていた

だく良い機会になったことと思います。

売れっ娘部会・前田部会長による
手選別みかんのＰＲ

売れっ娘部会員による販売

���
���
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「
守･

護･

人
と
し
て
公
に
尽
く
す
！
」

入
隊
後
、
約
一
年
で
三
等
陸
・
海
・

空
尉
へ
昇
任
し
、
幹
部
自
衛
官
と
し
て

陸
上
、
海
上
、
航
空
各
部
隊
の
リ
ー
ダ
ー

と
な
る
コ
ー
ス
で
す
。

教
育
課
程

基
本

（
幹
部
候
補
生
課
程
）

教
育

（
陸
上

六
週
～
四
十
二
週
）

（
海
上

六
週
～
一
年
）

（
航
空

六
週
～
一
年
）

昇

任
入
隊
時
、
陸
・
海
・
空
曹
長
に
任
命
、

一
年
後
、
三
等
陸
・
海
・
空
尉
に
昇
任

身
分
お
よ
び
処
遇

身
分
は
特
別
職
国
家
公
務
員

初
任
給

幹
部
候
補
生

大
卒

二
一
四
、
九
〇
〇
円

（
平
成
二
十
一
年
四
月
現
在
）

大
卒
（
医
科
・
歯
科
）
大
学
院
卒

二
三
二
、
〇
〇
〇
円

入
校
先

陸
上

幹
部
候
補
生
学
校
（
久
留
米
）

福
岡
県

海
上

幹
部
候
補
生
学
校
（
江
田
島
）

広
島
県

航
空

幹
部
候
補
生
学
校
（
奈

良
）

奈
良
県

受
験
資
格
等

※
こ
の
案
内
は
、
平
成
二
十
一
年
度
自
衛
官

等
募
集
案
内
を
要
約
し
た
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
阿
南
地
域
事
務
所

（
阿
南
市
富
岡
町
内
町
一
六
四
）

０
８
８
４
（
２
２
）
６
９
８
１

わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

時

間

午
前
九
時
三
十
分
～

十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所

（
リ
ズ
ム
室
お
よ
び
園
庭)

対
象
者

０
歳
～
５
歳
児

（
家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い

る
子
ど
も
と
保
護
者
）

わ
ん
ぱ
く
教
室
で
お
子
様
と
保
護
者

の
方
が
保
育
所
に
き
て
、
育
児
に
つ
い

て
の
悩
み
を
話
し
合
っ
た
り
、
保
育
所

の
お
友
達
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
し
な
が

ら
、
楽
し
く
子
育
て
を
し
て
い
き
ま
せ

ん
か
？

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

※
駐
車
場
の
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て
い

ま
す
か
ら
、
お
車
の
方
が
で
き
る
だ

け
乗
り
合
わ
せ
て
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

お
近
く
の
方
は
徒
歩
ま
た
は
自
転
車

で
お
越
く
だ
さ
い
。

育
児
相
談

生
比
奈
保
育
所
で
は
、
子
育
て
に
よ

る
悩
み
相
談
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
の
こ
と
で
困
る
こ
と
や
気
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
時
間

平
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

内

容

乳
幼
児
に
関
す
る
来
所

相
談
・
電
話
相
談

問
い
合
わ
せ

生
比
奈
保
育
所

(

４
２)

３
０
７
７

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
４
７
３

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
か
ら

28日 22日 15日

★
園
庭
解
放

★
大
型
絵
本
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

★
保
健
師
に
よ
る
身
体
測
定

★
四
月
生
の
お
友
達
の
お
誕

生
会

★
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う

★
二
〇
〇
九
年
度
わ
ん
ぱ
く

教
室
受
付
と
説
明

★
保
育
所
の
リ
ズ
ム
室
で
好

き
な
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う

★
手
遊
び
や
絵
本
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う

４月

自
衛
隊

幹
部
候
補
生
募
集

募集種目 資 格 受付期間 試験期日

幹
部
候
補
生

一
般
・
技
術

22歳以上26歳未満
22歳未満の者は
大卒（見込含）

４月１日(水)
～

５月12日(火)

１次：５月16日(土)・17日(日)
(17日は飛行要員のみ)

２次：６月16日(火)～18日(木)

３次：２次試験合格者のみ行い
ます。

歯
科
・
薬
剤

専門の大卒（見込含）
22歳以上30歳未満
薬剤は26歳未満
薬学修士学位取得

者は28歳未満

４月１日(水)
～

５月12日(火)

１次：５月16日(土)

２次：６月16日(火)～18日(木)

３次：２次試験合格者のみ行い
ます。
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南
海
地
震
は
今
後
三
十
年
以
内
に
五

十
％
程
度
の
確
率
で
起
こ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

南
海
地
震
で
の
震
度
は
、
徳
島
県
で

は
震
度
六
強
～
震
度
五
強
の
揺
れ
が
起

こ
り
、
建
物
の
倒
壊
に
よ
る
被
害
が
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
震
被
害
を
少
な
く
す
る
た
め

の
対
策
と
し
て
、
町

内
の
木
造
住
宅
の
耐

震
診
断
と
耐
震
改
修

補
助
金
の
募
集
を
し

ま
す
。

対
象
と
な
る
木
造
住
宅

①
耐
震
診
断

☆
昭
和
五
十
六
年
五
月
三
十
一
日
以
前

に
着
工
さ
れ
た
住
宅

☆
在
来
軸
組
工
法
、
伝
統
工
法
に
よ
り

建
築
さ
れ
た
住
宅
（
木
造
プ
レ
ハ
ブ
・

２×

４
工
法
除
く
。
）

☆
現
在
居
住
さ
れ
て
い
る
平
屋
、
又
は

二
階
建
て
の
住
宅
（
併
用
、
共
同
住

宅
等
も
含
む
。）

②
耐
震
改
修

☆
耐
震
診
断
結
果
が
０．

７
未
満
と
総
合

判
定
さ
れ
て
、
改
修
に
よ
っ
て
１．

０

以
上
の
総
合
判
定
と
な
る
木
造
住
宅

募
集
期
間

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

募
集
戸
数

①
耐
震
診
断

二
十
戸

（
募
集
期
間
内
で
先
着
順
と
な
り
ま
す
。）

②
耐
震
改
修

五
戸

（
募
集
期
間
内
で
先
着
順
と
な
り
ま
す
。
）

概

要

①
耐
震
診
断

町
が
委
託
す
る
建
築
士
が
、
図
面
、

現
地
を
見
て
診
断
し
、
報
告
書
を
お
渡

し
し
ま
す
。

②
耐
震
改
修

申
請
者
が
建
築
業
者
に
、
改
修
工
事

を
発
注
し
、
工
事
完
了
後
に
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

負
担
額
・
補
助
額

①
耐
震
診
断
の
申
請
者
負
担
額

一
戸
建
て
の
場
合

三
千
円

共
同
住
宅
の
場
合

六
千
円

※
補
助
内
訳

国
１
／
２
、
県
１
／
４
、

町
１
／
４

②
耐
震
改
修
の
補
助
金

耐
震
化
改
修
に
要
す
る
工
事
費
の
２
／
３

交
付
限
度
額

六
十
万
円

※
補
助
内
訳

県
１
／
２
、
町
１
／
２

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
産
業
建
設
課（

４
２
）
１
５
０
６

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

耐
震
改
修
を
し
ま
せ
ん
か

次
の
と
お
り
学
童
ク
ラ
ブ
員
を
募
集
し
ま
す
。

学

童

ク

ラ

ブ

募

集

員

学童クラブ名称 ちゃいるどクラブ たけのこクラブ

場 所 生比奈小学校東側 横瀬小学校西側

生 活 内 容 下校→宿題→遊び→おやつ→片付け→帰宅
その他体力づくり、読み聞かせなど

保 育 時 間
下校時～19:00 下校時～18:30

平 日

土曜・長期休暇・臨時休校日 ７:30～19:00 ７:30～18:30

休 日
日曜・祝祭日
お盆（８月12～15日）
年末年始（12月29日～１月４日）

日曜・祝祭日
お盆（８月12～15日）
年末年始（12月29日～１月３日）

保

育

料

平常保育
５･６･９･10･11月 ７,０００円/月 低学年 ７,０００円/月

高学年 ４,０００円/月

同時に入所している第２
子以降の児童

低学年 ６,０００円/月
高学年 ３,５００円/月

長期休暇を含む月
４･７･12･１･３月 ８,０００円/月 低学年 ８,０００円/月

高学年 ６,０００円/月

同時に入所している第２
子以降の児童

低学年 ７,０００円/月
高学年 ５,５００円/月

長期休暇月 ８月 １３,０００円/月 １０,０００円/月

同時に入所している第２
子以降の児童 ８,０００円/月

長期休暇のみ
夏休み（７月）
夏休み（８月）
冬休み
春休み

４,０００円
１２,０００円
４,０００円
６,０００円

入 会 金 ３,０００円/人
申 込 先 各学童クラブ

申込時間帯 平日 13:00～16:00

問い合わせ先
ちゃいるどクラブ事務局
４２－３８８４

たけのこクラブ事務局
４２－２０５５
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音
楽
の
夕
べ
（
海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
）

日

時

四
月
十
八
日

午
後
六
時
～
七
時
三
十
分

（
開
場
午
後
五
時
）

会

場

阿
南
市
羽
ノ
浦
町

コ
ス
モ
ホ
ー
ル

入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。
次
の
場

所
で
お
求
め
下
さ
い
。

第
二
十
四
航
空
隊
（
小
松
島
航
空
基

地
）
、
自
衛
隊
徳
島
地
方
協
力
本
部
、

勝
浦
町
役
場
、
小
松
島
市
役
所
、
阿

南
市
役
所
、
阿
南
市
羽
ノ
浦
支
所
お

よ
び
那
賀
川
支
所
、
コ
ス
モ
ホ
ー
ル

※
座
席
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

入
場
制
限
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
体
験
搭
乗

日

時

四
月
十
九
日

午
前
九
時
～
午
後
三
時

場

所

第
二
十
四
航
空
隊

（
小
松
島
航
空
基
地
）

申
し
込
み
方
法
（
往
復
は
が
き
に
よ
る
）

〔
宛
先
〕

〒
７
７
３
ー
８
６
０
１

小
松
島
市
和
田
島
町

第
二
十
四
航

空
隊

体
験
搭
乗
係

往
信
裏
面
に
、
①
住
所
、
②
氏
名

（
小
学
生
の
場
合
は
保
護
者
氏
名
も
）、

③
年
齢
、
④
電
話
番
号
を
記
入
し
、

返
信
表
面
に
申
込
者
の
住
所
氏
名
を
、

裏
面
に
は
何
も
書
か
ず
に
投
函
し
て

下
さ
い
。

〔
締
切
〕

四
月
十
日

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
）

〔
注
意
〕

体
験
搭
乗
は
、
小
学
生
以
上

の
方
に
限
ら
れ
ま
す
。
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
で
搭
乗
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

基
地
一
般
開
放
は
あ
り
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ

海
上
自
衛
隊
第
二
十
四
航
空
隊
総
務
室

（
３
７
）
２
１
１
１

内
線
３
０
２
・
３
０
３

農
村
婦
人
の
家
の
手
作
り
加
工
室
の

回
転
釜
が
使
用
可
能
に
な
り
ま
し
た

回
転
釜
の
使
用
に
つ
い
て
は
農
村
婦

人
の
家
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

Ｉ
Ｐ

０
５
０
（
３
４
３
８
）７
９
８
１

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
は
ぐ
く
み
ク

ラ
ブ
」
の
四
月
の
行
事
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を
広
げ
、

親
も
子
供
も
気
軽
に
楽
し
め
る
サ
ー

ク
ル
で
す
。

一
度
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。

日

時

毎
週
火
曜
日

午
前
十
時
三
十
分
～

十
一
時
三
十
分

対
象
者

〇（
家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い

る
子
供
と
保
護
者
）
並
び

に
妊
婦
さ
ん

※
平
成
二
十
一
年
度
の
活
動
は
、

四
月
二
十
一
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

●

三
月
の
活
動
報
告

三
月
三
日
は
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
を

み
ん
な
で
見
学
し
ま
し
た
。
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
る
の
で
、
一
度
は
家
族

で
見
に
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
子
も
い

ま
し
た
が
、
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
で

み
る
と
い
ろ
ん
な
発
見
が
あ
る
ら
し

く
、
ま
た
ひ
な
人
形
に
は
独
特
の
雰

囲
気
も
あ
る
の
で
、
何
度
見
て
も
み

ん
な
探
検
気
分
で
上
手
に
見
学
で
き

ま
し
た
ね
。
今
年
度
も
い
ろ
い
ろ
な

体
験
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
、
関

係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

(

４
４)

２
０
２
６

Ｉ
Ｐ
０
５
０(

３
４
３
８)

９
８
１
３

URL
http

:
//blog

.
goo

.
ne

.
j
p/

h
a
gu

kum
i

―2006

行事予定

28日 21日

こ
ど
も
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

横
田
先
生
の
読
み
聞
か
せ

＆
お
歌
手
遊
び

４月

はぐくみ
クラブ行事

小
松
島
航
空
基
地

開
隊
記
念
日
行
事

農
村
婦
人
の
家
か
ら
の

お
知
ら
せ

���
���
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優
秀
な
学
生
で
あ
っ
て
経
済
的
理
由

に
よ
り
修
学
が
困
難
な
者
に
対
し
て
奨

学
金
を
貸
し
付
け
し
、
社
会
有
用
の
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
無

利
子
の
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間

四
月
一
日

～
十
七
日

（
土
・
日
除
く
）

貸
付
予
定
者

高
校
生
・
徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

生
・
大
学
生
（
人
数
に
つ
い
て
は
予
算

の
範
囲
内
）

貸
付
金
等
の
額

【
奨
学
金
】

高
校
生

月
額
二
万
円
以
内

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生

月
額
三
万
円
以
内

大
学
生

月
額
三
万
円
以
内

【
入
学
準
備
金
】

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生･

大
学
生

入
学
時
に
四
十
万
円
以
内

応
募
の
た
め
に
必
要
な
書
類

①
奨
学
金
貸
付
願
書

②
出
身
学
校
長
の
推
薦
書

③
家
族
全
員
の
所
得
証
明
書

④
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
の
子
で
あ

る
こ
と
の
証
明
書
（
住
民
票
ま
た
は

戸
籍
抄
本
等
）

⑤
在
学
証
明
書
ま
た
は
入
学
許
可
書
の

写
し

※
そ
の
他
所
得
等
に
よ
る
規
定
（
左
記

の
収
入
基
準
表
参
考
）
も
あ
り
ま
す

の
で
、
書
類
の
様
式
等
応
募
方
法
に

つ
い
て
は
、
勝
浦
町
教
育
委
員
会
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
４
２
）
２
５
１
５

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
い
る

家
庭
で
、
次
に
該
当
す
る
場
合
、
給
食

費
等
の
助
成
が
受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

受
給
資
格

前
年
度
ま
た
は
当
該
年
度
に

①
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止
と
な
っ

た
。

②
町
民
税
の
減
免
を
受
け
た
か
、
非
課

税
と
な
っ
て
い
る
。

③
国
民
年
金
の
掛
金
ま
た
は
国
民
健
康

保
険
税
の
減
免
を
受
け
た
。

④
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
。

⑤
職
業
安
定
法
に
基
づ
き
、
日
雇
労
働

者
を
希
望
し
、
求
職
申
し
込
み
を
し

て
い
る
。

⑥
世
帯
全
体
の
収
入
が
一
定
額
以
下
で

あ
る
。

申
請
書
提
出
期
間

四
月
一
日

～
十
七
日

（
土
・
日
除
く
）

※
な
お
、
申
請
書
の
様
式
等
詳
細
に
つ

い
て
は
勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
４
２
）２
５
１
５

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
よ
り

引
継
ぎ
保
育
が
始
ま
り
ま
す
。

勝
浦
町
立
生
比
奈
保
育
所
・
横
瀬
保

育
所
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か

ら
の
民
間
移
管
に
備
え
、
社
会
福
祉
法

人

和
田
島
福
祉
会
と
町
職
員
の
保
育

士
と
と
も
に
児
童
の
保
育
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
一
年
間
、
保
育
や
行
事
に

共
同
で
取
り
組
み
、
円
滑
な
引
継
ぎ
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

保
護
者
の
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
度

勝
浦
町
育
英
奨
学
金

貸
付
金
に
つ
い
て

収入基準表（日本学生支援機構推薦基準額×１．５倍）

世帯人数 高等学校奨学生 大学奨学生

３人 年間 3，960，000円未満 年間 4，920，000円未満

４人 年間 4，290，000円未満 年間 5，325，000円未満

５人 年間 4，605，000円未満 年間 5，730，000円未満

６人 年間 4，875，000円未満 年間 6，030，000円未満

７人 年間 5，115，000円未満 年間 6，330，000円未満

８人 年間 5，355，000円未満 年間 6，630，000円未満

※勝浦町は日本学生支援機構の所得基準を準用しています。

平成20年度の数値を参考として記載してあります。

平
成
二
十
一
年
度

就
学
援
助
制
度

心
身
の
発
育
や
発
達
な
ど
に
関
す
る

相
談
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

四
月
十
六
日

午
後
二
時
～
三
時

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

小
松
島
療
育
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員

※
相
談
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
申
し
込

み
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
四
月
六
日

ま
で
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
予
約
を
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
詳
細

に
つ
い
て
の
通
知
を
し
ま
す
）
予
約

が
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
当
日
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

勝
浦
町
福
祉
課
保
健
師

（
４
２
）
１
５
０
２

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

発
達
相
談
実
施
日

引
継
ぎ
保
育
が
始
ま
り
ま
す
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場所相談日

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
一
階
研
修
室

５
月

４
月

７
日

21
日

９
日

23
日

精神障害者 知的障害者 身体障害者 障害
種別

月・水・金
９時～15時 月～金 ９時～17時 日

時

徳島県立総合福
祉センター１階 徳島県立障害者交流プラザ３階 場

所

携帯 FAX TEL ﾒｰﾙ FAX TEL ﾒｰﾙ FAX TEL

相

談

窓

口

０
８
８(

６
５
４)

６
６
１
０

０
８
８(

６
５
４)

６
６
１
０

０
９
０(

５
１
４
２)

０
３
６
８

０
８
８(

６
３
１)

２
７
２
０

０
８
８(

６
３
１)

２
７
１
９

toku-ikuseika
i

@kouryu-pl
aza.

jp

０
８
８(

６
３
１)

６
２
４
０

０
８
８(

６
３
１)

６
２
１
１

kensinren
@kouryu-plaza.jp

障
害
者
相
談
支
援
事
業

～
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
～

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
教
室

始
ま
り
の
季
節
が
や
っ
て
き
た
！！

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
・
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
・

ア
フ
リ
カ
ン
等
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
教

室
で
す
。

会
員
に
限
ら
ず
、
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
体
験
日
に
お
試
し
く
だ
さ
い
。

勝
浦
さ
く
ら
祭
り
（
五
日
）
の
芸
能
大
会

に
、
講
師
お
よ
び
ダ
ン
ス
仲
間
が
出
演
し
て

い
ま
す
。
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

★
体
験
日

四
月
十
八
日

四
月
二
十
五
日

時

間

午
後
一
時
～
二
時

場

所

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

会

費

無
料

講

師

元
木
知
佳

先
生

（
徳
島
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ラ
ボ
所
属
）

対

象

小
学
生
以
上
（
親
子
参
加
可
）

持
ち
物

上
靴
・
飲
み
物
・
タ
オ
ル

★
教
室
開
始
日

五
月
九
日

よ
り
毎
週
土
曜
日

時

間

午
後
一
時
～
二
時

場

所

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

対

象

小
学
生
以
上
（
会
員
の
み
）

会

費

一
回

チ
ケ
ッ
ト
一
枚

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

Ｋ
ー
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ

（
４
２
）
３
６
７
１

Ｅ
メ
ー
ルk

f
ri
e
n
ds@2

7.fan-site.net

Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
スh

t
tp://kfriends.fan-

s
i
te.net/index.html

《
四
月
全
教
室
無
料
の
ご
案
内
》

四
月
設
立

Ｋ
ー
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ

＝
入
会
特
典
＝

会
員
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
新
会
員
の

方
も
四
月
中
に
入
会
さ
れ
ま
す
と
、
各

教
室
参
加
料
四
月
分
が
無
料
に
な
り
ま

す
。今

が
チ
ャ
ン
ス
で
す
！
入
会
手
続
き

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

入
会
手
続
き
の
お
問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

Ｋ
ー
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ（
担
当

溝
上
）

※
電
話
等

右
記
参
照

～
収
入
減
少
影
響
緩
和

対
策
に
つ
い
て
～

し
く
み

十
九
年
産
か
ら
米
・
麦
・
大
豆
な
ど

の
農
産
物
を
生
産
す
る
担
い
手
（
認
定

農
業
者
、
特
定
農
業
団
体
等
）
を
対
象

に
、
当
年
の
収
入
額
が
標
準
的
な
収
入

額
を
下
回
っ
た
場
合
に
、
そ
の
九
割
を

補
て
ん
す
る
「
収
入
減
少
影
響
緩
和
対

策
」
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
加
入
手
続

「
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
」
に
は
、

四
月
一
日
か
ら
の
水
田
経
営
所
得
安
定

対
策
の
加
入
申
請
の
際
に
、
対
象
品
目

の
生
産
予
定
面
積
を
申
告
す
る
だ
け
で

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

拠
出
金
に
つ
い
て
は
、
加
入
手
続
終

了
後
、
農
政
事
務
所
等
で
算
定
し
た
額

が
通
知
さ
れ
、
七
月
三
十
一
日
ま
で
に

指
定
さ
れ
た
口
座
に
入
金
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
農
政
事
務
所

地
域
第
一
課

課
長
補
佐（
食
糧
担
当
）ま
た
は
計
画
係

０
８
８
４
（
２
２
）０
３
２
８

勝
浦
町
で
は
、
障
害
者
が
自
立
し
た

日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
た
め
、
指

定
相
談
事
業
者
へ
委
託
し
相
談
所
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

お
電
話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

右
記
相
談
事
業
の
ほ
か
、
障
害
者
当

事
者
団
体
が
『
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ

ヤ
ル
』
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

障
害
種
別
で
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
福
祉
課

（
４
２
）１
５
０
２

Ｉ
Ｐ
㈹
０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

社
会
福
祉
協
議
会

（
４
２
）
４
６
５
２

Ｋ
ー
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ

教
室
の
ご
案
内

米
・
麦
・
大
豆
を

生
産
し
て
い
る
農
家
の

み
な
さ
ま
へ
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平成20年度から３年間の期間限定で提案公募型

補助事業を実施しています。この補助事業は、み

なさんが地域活性化のために新規に実施しようと

するイベントや事業に対し、毎年度テーマを決め

て助成金を交付するものです。

地域の活性化に取り組もうとするあなたの一歩

に助成金で後押しをします。本年度は「地域活性

化」をテーマとして募集しますのでふるってご応

募ください。

なお、事業採択は書類審査およびプレゼンテー

ションによる審査により決定します。

＜応募資格＞ 町内在住者および町内就業者５名

以上で構成される団体（ともに２年以上継続し

て在住又は勤務していること）

＜助成金額＞ １団体50万円を上限とし、その事

業に必要な費用の範囲内で、町が認める内容に

限る。

＜採択方法＞ 事前の書類審査およびプレゼンテー

ションにより審査委員会で選定します。

＜助成対象事業＞ 本年度のテーマ

「地域活性化事業」とし、新規に行う事業

＜募集期間＞

平成21年４月１日 ～５月11日 まで

＜申請書提出先および問い合わせ先＞

勝浦町総務税務課地域連携係

（42）2511 ＩＰ050（4348）7148

＜必要書類等＞

助成申請書

企画書（事業内容、スケジュールおよび効果

等が記載されたもの）

収支予算書

団体員名簿（氏名、住所、連絡先等が記載さ

れたもの）

上記以外でプレゼンテーションに必要な書類

等は各自ご準備ください。

＜その他＞

事業の実施期間は平成21年度中

（決定日～平成22年３月20日まで）

事業実施がされなかった場合や申請時の目的を

逸脱した場合などは助成金の返還もあります。

提案公募型補助事業助成金の概要 ≪あなたの一歩助成金≫

これまで公共的なサービスは、一般的に行政が提供するものとされていました。しかしながら、様々

な社会情勢の変化などにより、行政のみで対応していくことが難しくなりつつあり、住民のみなさん

と行政との協働によるまちづくりが不可欠となってきています。

このような中、町民のみなさんの地域力・情報力・実行力・発想力を十分に生かしたまちづくり事

業に対し、その一部を助成し、住民活動の活性化を図るとともに、その活動のアイデアや提案を、今

後のまちづくりへ利用反映させ、協働の地域社会づくりを進めていくために実施するものです。

昨
年
十
二
月
に
本
町

の
全
域
を
カ
バ
ー
す
る

自
主
防
災
組
織
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
近
い
将
来
発

生
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
南
海
・
東
南
海
地

震
や
、
台
風
や
ゲ
リ
ラ

豪
雨
な
ど
に
よ
る
、
大

規
模
災
害
に
対
応
す
る

た
め
、
更
な
る
地
域
防

災
活
動
の
推
進
を
目
的
と
し
て
、
自
主
防
災
組
織
連

絡
協
議
会
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
総
会
を
開
催
し
、

合
わ
せ
て
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
多
数

の
方
の
ご
来
場
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日

時

四
月
五
日

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

場

所

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
三
階
ホ
ー
ル

◆
総
会
終
了
後
記
念
講
演
会
開
催
◆

講

師

中
野

晋

教
授

（
徳
島
大
学
大
学
院
ソ

シ
オ
テ
ク
ノ
サ
イ
エ

ン
ス
研
究
部
教
授
・

徳
島
大
学
環
境
防
災

研
究
セ
ン
タ
ー
併
任
）

内

容

「
地
域
の
防
災
は
み
ん
な
の
手
で
」

集会所で防災講演会
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固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

◎
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
天
引
き
）

に
該
当
さ
れ
る
方

平
成
二
十
一
年
度
の
介
護
保
険
料
額

の
算
定
は
、
六
月
に
前
年
度
所
得
が
確

定
し
て
か
ら
と
な
る
た
め
、
四
月
、
六

月
、
八
月
に
特
別
徴
収
さ
れ
る
介
護
保

険
料
は
仮
算
定
と
し
て
、
平
成
二
十
一

年
二
月
の
保
険
料
と
同
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。(

初
め
て
特
別
徴
収
に
該
当
さ

れ
る
方
の
仮
算
定
額
は
、
平
成
二
十
年

度
の
保
険
料
段
階
額
の
六
分
の
一
と
な

り
ま
す
。)

今
年
度
の
確
定
通
知
は
七
月
に
送
付

し
、
保
険
料
額
の
変
更
が
あ
る
場
合
は

十
月
以
降
の
保
険
料
で
調
整
を
行
い
ま

す
。年

度
前
半
（
仮
算
定
）
と
後
半
（
本

算
定
）
の
納
付
額
に
大
き
な
差
が
生
じ

る
方
に
対
し
て
、
今
年
度
は
六
月
と
八

月
の
仮
算
定
の
保
険
料
額
を
増
減
し
、

十
月
以
降
の
本
算
定
の
保
険
料
額
と
の

差
を
少
な
く
す
る
調
整
（
特
別
徴
収
額

の
平
準
化
）
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
調
整
に
よ
り
十
月
以
降
に
天
引
き

さ
れ
る
保
険
料
は
所
得
段
階
の
変
更
な

ど
が
な
い
か
ぎ
り
、
ほ
ぼ
一
定
と
な
り

ま
す
。
調
整
し
た
場
合
で
も
、
し
な
い

場
合
で
も
、
当
該
年
度
に
年
金
天
引
き

さ
れ
る
保
険
料
の
年
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

ご
理
解
ご
協
力
を
頂
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
普
通
徴
収
（
納
付
書･

口
座
振
替
）

に
該
当
さ
れ
る
方

普
通
徴
収
に
該
当
さ
れ
る
方
の
平
成

二
十
一
年
度
分
保
険
料
は
、
前
年
度
所

得
確
定
後
に
保
険
料
を
決
定
し
七
月
に

通
知
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
福
祉
課

介
護
保
険
係

０
８
８
５
（
４
２
）
１
５
０
２

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

（
財
）
徳
島
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

で
は
、
県
か
ら
の
委
託
を
受
け
、
母
子

家
庭
の
母
等
で
あ
っ
て
、
就
業
と
自
立

意
欲
の
あ
る
者
の
就
業
を
支
援
し
、
自

立
と
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
、
就
業

支
援
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
度
の
日
程
等
に
つ
い

て
は
、
別
紙
折
り
込
み
チ
ラ
シ
の
と
お

り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望

の
方
は
、
次
の
連
絡
先
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

連
絡
先

〒
７
７
０
ー
０
９
４
３

徳
島
市
中
昭
和
町
一
丁
目
二
番
地

徳
島
県
立
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
二
Ｆ

（
財
）
徳
島
県
母
子
寡
婦
連
合
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
８
８（
６
５
４
）７
４
１
８

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
８
８（
６
５
４
）７
４
１
４

固
定
資
産
税
縦
覧
台
帳
（
以
下
「
縦

覧
台
帳
」
と
い
う
）
を
、
無
料
で
縦
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
台
帳
で
土
地
・
家
屋
の
評
価
が

適
正
に
で
き
て
い
る
か
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
家
屋
を
新
築
、
増
築
、

取
り
壊
し
等
さ
れ
た
方
は
、
一
度
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

縦
覧
場
所

勝
浦
町
総
務
税
務
課

縦
覧
期
間

四
月
一
日
か
ら
六
月
三
十
日
ま
で

平
日

午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
十
五
分
ま
で

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
総
務
税
務
課

（
４
２
）１
５
０
３

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
家
電

四
品
目
（
エ
ア
コ
ン･

テ
レ
ビ･

電
気
冷

蔵
冷
凍
庫
・
電
気
洗
濯
機
）
の
リ
サ
イ

ク
ル
に
液
晶
式
テ
レ
ビ
、
プ
ラ
ズ
マ
式

テ
レ
ビ
、
衣
類
乾
燥
機
（
ガ
ス
、
電
気
）

が
追
加
さ
れ
る
こ
と
に
合
わ
せ
て
、
勝

浦
町
の
粗
大
ご
み
手
数
料
の
一
部
改
正

を
行
い
ま
し
た
。

家
電
四
品
目
リ
サ
イ
ク
ル
運
搬
料
金

は
、
追
加
さ
れ
た
も
の
も
含
め
て
、
改

正
前
と
同
じ
で
一
個
に
つ
き
二
千
円
で

す
。四

月
一
日
以
降
の
新
し
い
粗
大
ご
み

料
金
表
は
次
ペ
ー
ジ
（
別
表
）
の
と
お

り
で
す
。

※
粗
大
ご
み
回
収
す
る
テ
レ
ビ
は
、
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
引
取
対
象
に
な
ら
な

い
も
の
に
限
定
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
の
お
問
合
せ

勝
浦
町
住
民
課

（
４
２
）１
５
０
１

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の
お
問
合
せ

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
セ
ン
タ
ー

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
ー
３
１
９
６
４
０

午
前
九
時
～
午
後
五
時
（
日
・
祝
休
）

介
護
保
険
第
一
号

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

平
成
二
十
一
年
度

就
業
支
援
講
習
の
ご
案
内

粗
大
ご
み
手
数
料
一
部

改
正
の
お
知
ら
せ
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品 目 手数料の額

家

具

お

よ

び

寝

具

机またはテーブル
（ひきだし等収納部
分がないもの）

卓の最長の辺の長さ
または最大径が１.５
ｍ未満のもの

(運搬処分)

１個 500円

テレビ台

電話台

ワゴン
台の最長の辺の長さ
が１ｍ未満のもの

じゅうたんまたは
電気カーペット

８畳未満に相当する
大きさのもの

ふとん，毛布またはマットレス

衣装箱

ブラインド

いす（ソファー）
１人で使用する構造
のもの

げた箱、たんす、
食器棚、本棚、そ
の他の棚付き家具

幅及び高さの合計が
１.５ｍ未満のもの

いす（ソファー以
外のもの）

２人以上で使用する
構造のもの

(運搬処分)

１個 700円

げた箱、たんす、
食器棚、本棚、そ
の他の棚付き家具

幅および高さの合計
が１.５ｍ以上２ｍ未
満のもの

机またはテーブル
（ひきだし等収納部
分があるもの）

卓の最長の辺の長さ
又は最大径が１.５ｍ
未満のもの

机またはテーブル
（その他のもの）

卓の最長の辺の長さ
又は最大径が１.５ｍ
以上のもの

ベッド
（マットレスを除く）

ベビーベッド、１人で
使用する構造のもの

ベッドのマットレス スプリングのないもの

ワゴン
台の最長の辺の長さ
が１ｍ以上のもの

じゅうたんまたは
電気カーペット

８畳以上に相当する
大きさのもの

鏡台

アコーディオンカーテン

いす（ソファー）
２人以上で使用する
構造のもの

(運搬処分)

１個 1,000円

げた箱、たんす、
食器棚、本棚、そ
の他の棚付き家具

幅及び高さの合計が
２ｍ以上のもの

机またはテーブル
（ひきだし等収納部
分があるもの）

卓の最長の辺の長さ
又は最大径が１．５ｍ
以上のもの

ベッド
(マットレスを除く)

２人で使用する構造
のもの

ベッドのマットレス スプリングのあるもの

電
気
器
具
・
ガ
ス
器
具
・
石
油
器
具

ふとん乾燥機

(運搬処分)

１個 500円

ミシン（卓上式のもの）

加湿器

換気扇

空気清浄機

除湿機

扇風機

アンプ

カセットレコーダーまたはミニディスクレコーダー

コンパクトディスクプレーヤー

レコードプレーヤー

スピーカー

チューナー

ビデオテープレコーダー

DVDレコーダーおよびプレーヤー

テレビジョン受信機15型以下
（特定家庭用機器廃棄物を除く）

ディスプレイ15型以下（パソコン用を除く）

ワードプロセッサー（デスクトップ型以外のもの）

スキャナー

カーナビゲーション

ガスコンロまたはガステーブル

ストーブ

ファンヒーター

品 目 手数料の額

電
気
器
具
・
ガ
ス
器
具
・
石
油
器
具

瞬間湯沸器

(運搬処分)

１個 500円

温水洗浄便座

こたつ（こたつ板含む）

照明器具

食器乾燥機

炊飯器

ズボンプレッサー

電気掃除機

ホットプレート

編み機
(運搬処分)

１個 700円

食器洗機（乾燥機能を有するものを含む)

ミシン（卓上式以外のもの）

ファクシミリ

ウィンドウファン

(運搬処分)

１個 1,000円

カラオケの演奏装置

マッサージ器を内蔵したいす

マッサージ器

電子レンジ

オーブン

ディスプレイ16型以上（パソコン用を除く）

ワードプロセッサー（デスクトップ型）
（入力用のキーボード含む）

テレビジョン受信機16型以上
（特定家庭用機器廃棄物を除く）

プリンター

ギター

(運搬処分)

１個 500円

水槽

ペット用のかごまたは小屋

スキー板（ストック含む）

スノーボード

脚立またははしご

車いす

アンテナ

米びつ

スーツケース

ゴルフクラブ（複数ある場合は、ひも等で束ねた
ものの最大の外周が１ｍ以下のもの）またはゴル
フバッグ（これに収納されたゴルフクラブを含む）

幼児用三輪車

荷物運搬用の一輪車

ベビーカー

物干し台

物干しざお

その他・棒状のものまたは板状のもの（複数ある
場合は、ひも等で束ねたものの最大の外周が１ｍ
以下のもの）

その他のもので幅および高さの合計が１ｍ未満のもの

物置（幅および高さの合計が２ｍ未満のもの）

(運搬処分)

１個 700円

サーフボード

室内用のサイクリング機

室内用のすべり台またはぶらんこ

ぶら下がり式の健康器具

自転車（幼児用三輪車を除く）

畳

その他のもので幅および高さの合計が１ｍ以上
２ｍ未満のもの

オルガン（電子オルガン含む）

(運搬処分)

１個 1,000円

室内用のランニング機

物置（幅および高さの合計が２ｍ以上のもの）

浴槽

洗面台

その他のもので幅および高さの合計が２ｍ以上のもの

その他の大型ごみで次のものは取扱いをしない

バッテリー、タイヤ、プロパンガスボンベ、自動車、オート
バイ、建設廃材、油缶（内容物を含む。）、農機具、消火器ボ
ンベ、太陽熱温水器、農薬や薬品、その他有毒性・危険性・

感染性・悪臭があるもの

（別表）
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平成21年度の犬の登録と狂犬病予防注射を次の日程で実施します。

登録料 3,000円 注射料 3,000円

狂犬病予防注射は飼い主の義務です。必ず受けるようにしてください。

飼い犬は生涯に１回の登録と

毎年１回の狂犬病予防注射を

受けましょう。

狂犬病について

狂犬病は、現在日本では発生していません

が、外国では発生例が伝えられています。外

国からの輸入動物が多い現在、狂犬病も感染

する恐れがあります。

犬の生涯１回の登録

犬を飼い始めたときやまだ登録を受けてい

ない場合は、登録を受けましょう。

１度登録するとその犬の生涯に有効です。

死亡届と変更届

また、犬が死亡したときや犬の住所が変わっ

たときは最寄の市町村長を経由して知事に変

更届をすることが義務づけられています（違

反した場合は未登録、未注射と同様に罰則が

適用されます）。

毎年１回の狂犬病予防注射

狂犬病予防注射は、毎年１回受けなければ

なりません。（犬の体調が悪いとき、治療中

の病気があるときは、あらかじめ獣医師に相

談してください）

【問い合わせ】 勝浦町住民課 42－1501
IP（代）050(3438)7148

月日 場 所 時 間

４

月

８

日

坂 本 黄 檗 橋 午前 ９:00～９:15

坂 本 郵 便 局 前 ９:20～９:35

坂本大師前停留所 ９:40～９:45

旧JA坂本事業所前 ９:50～10:05

与川内消防詰所前 10:15～10:25

旧JA与川内事業所前 10:30～10:40

勝浦町農村環境改善センター前 10:45～11:00

徳バス横瀬営業所前 11:05～11:20

横 瀬 集 会 所 前 11:25～11:40

J A 勝 浦 支 所 前 11:45～12:00

４

月

９

日

星谷運動公園公衆便所 午前 ９:00～９:15

森 内 智 さ ん 宅 横 ９:25～９:35

勝 浦 会 館 ９:40～９:50

大森良樹さん宅南 ９:55～10:05

今 宮 神 社 前 10:10～10:20

勝 浦 町 役 場 前 10:30～10:45

中 山 権 現 橋 10:55～11:10

中 山 消 防 詰 所 前 11:15～11:30

横 瀬 駐 在 所 前 11:35～11:50

旧ＮＴＴ勝浦支店前 11:55～12:05

４

月

10

日

石 田 亨 さ ん 宅 横 午前 ９:00～９:15

中 田 商 会 付 近 ９:20～９:30

古 山 商 店 横 ９:35～９:45

田 中 屋 食 堂 南 ９:50～10:00

J A 生 比 奈 支 所 前 10:05～10:20

勝浦町農村婦人の家 10:25～10:40

福 山 隆 さ ん 宅 横 10:45～10:55

地 福 寺 入 口 11:00～11:10

生 名 東 林 庵 横 11:15～11:35

生 名 セ ン タ ー 前 11:40～11:55

平成21年度 狂犬病予防注射日程表
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国国 民民 年年 金金 だだ よよ りり

国民年金に任意加入していなかったことにより障害年金を受給していない障害者の方について、

福祉的措置として「特別障害給付金」が支給されます。この給付金は請求書を受付した月の翌月分

からの支給となりますので、請求手続きがお済みでない方は、お早めに請求書を提出してください。

また、特別障害給付金の対象者は

●平成３年３月以前の国民年金任意対象であった学生

●昭和61年３月以前の国民年金任意加入対象であった厚生年金や共済組合等に加入していた方の

配偶者

であって、任意加入していなかった期間中に生じた傷病が、現在、障害基礎年金の１・２級相当の障

害の状態にある方。ただし、65歳に達する日の前日までに当該障害状態に該当する方に限られます。

国民年金は20歳から60歳までのすべての方が加入することになっています。

しかし、国民年金保険料を納めることが困難な学生には、本人の前年の所得が

一定額以下の場合、保険料に納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。

■対象となる学生

大学（大学院）・短大・高等学校・高等専門学校・専修学校および各種学校（知事の認可を受

けている学校で修業年限が１年以上である課程）に在学する20歳以上の学生で、学生本人の前年

の所得が118万円以下であるとき。

■手続き

在学証明または学生証の写し、年金手帳、印鑑をお持ちになり、住民登録をしている市町村役

場国民年金担当窓口で申請してください。（毎年申告が必要です。）

■承認を受けた期間

学生納付特例期間中の障害や死亡といった不慮の事故にあった場合には、障害基礎年金または

遺族基礎年金を受けることができます。また、学生納付特例期間は、老齢基礎年金の受給資格期

間に算入されますが、老齢基礎年金の年金額には反映されません。

■保険料の追納制度

承認された期間については、保険料を全額納付したときに比べ、受け取る年金額が少なくなり

ます。このため、これらの期間は10年以内であれば、あとから保険料を納付することができる

「追納制度」があります。なお、保険料の免除若しくは納付猶予を受けた期間の翌年度から起算

して３年度目以降に保険料を追納する場合には、承認を受けた当時の保険料額に経過期間に応じ

政令で定める額が加算されます。

■お手元に届きました「ねんきん特別便」により、ご自身のお勤め先などの欄に記載もれがないか、

また、資格取得年月日・資格喪失年月日の誤りがないかなどを十分にご確認の上、必ずご回答をお

願いいたします。

■お手元に届いていない場合は、ご質問・お問い合わせについては、『ねんきん特別便専用ダイヤル』

0570－058－555 または、お近くの社会保険事務所まで、お問い合わせください。
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こんな時は国保へ届け出を！

こ ん な 時 届け出に必要なもの

そ

の

他

退職者医療制度の対象となったとき 印鑑、保険証、年金証書

同じ市町村で住所が変わったとき

印鑑、保険証
世帯主や氏名が変わったとき

世帯が分かれたり、いっしょになったとき

出稼ぎや長期の旅行に行くとき

修学のため、別に住所を定めるとき 印鑑、保険証、在学証明書

保険証をなくしたとき

（あるいは汚れて使えなくなったとき）

印鑑、身分を証明するもの

（使えなくなった保険証等）

国
保
を
や
め
る
時

職場の健康保険に入ったとき 印鑑、国保と職場の健康保険の両方の保険証

（後者が未交付の時は加入したことを証明するもの）職場の健康保険の被扶養者になったとき

国保の被保険者が死亡したとき 印鑑、保険証、死亡を証明するもの

生活保護を受けるようになったとき 印鑑、保険証、保護開始決定通知

外国人がやめるとき 保険証、外国人登録証明書

国
保
に
入
る
時

他の市町村から転入してきたとき 印鑑、他の市区町村の転出証明書

職場の健康保険をやめたとき 印鑑、職場の健康保険をやめた証明書

職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき 印鑑、被扶養者ではない理由の証明書

子どもが生まれたとき 印鑑、保険証、母子健康手帳

生活保護を受けなくなったとき 印鑑、保護廃止決定通知書

外国人が入るとき 外国人登録証明書

問い合わせ先 勝浦町総務税務課 42-1503 IP（代）050(3438)7148

必ず 以内に役場受付窓口へ届け出ましょう!!

平成20年分の申告を済ませていない方は、 速やかに申告を済ませてください。

がんや心臓病、脳卒中といった生活習慣病は、増加を続ける医

療費の多くを占めています。生活習慣病のおおもととなるメタボ

リックシンドロームの早期発見・改善を目的に、40～74歳までの

人を対象に、特定健診・特定保険指導が行なわれます。

特定健診で
メタボリックシンドローム対策を!
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１日１時間ほど歩く

足を使うことで、血液が足元から頭の

てっぺんまで流れて気持ちが晴れる

１日１時間を目安にウォーキングしましょう。

頭がスッキリして気分がよくなります。歩くと、

気分の落ち込んだ時でも、早足で歩くといい気

持ちになってきます。これは有酸素運動で血行

が良くなり脳がよく働き始めるからです。

もう一つ、重要な理由があります。実は、足

をつかさどる脳の神経細胞は、脳の中でも一番

上に位置しています。ですから、足を使うこと

で、血液が足元から脳のてっぺんまで流れるこ

とになるのです。春先のストレス解消に、歩い

てみませんか。

動物と遊ぶ

言語以外のコミュニケーション

をとることで左脳が休まる

猫や犬などのペットと遊ぶことは、疲れたと

きの気分転換にうってつけです。その理由は、

動物とは言葉を使わないコミュニケーションが

できるからです。普段、私たちは言葉で考え、

意思を伝え、相手の言葉を理解しようと神経を

使っています。ひとりの時も、雑誌を読んだり

テレビを見たりして脳に言語情報を送り続けま

す。

脳の言語に関するエリアは左半球に限られて

おり、私たちは一日中、左脳を酷使しているの

です。これでは、疲れてしまうのは当然です。

そこで動物です。猫や犬なら言葉がいりませ

ん。動物と遊ぶと左脳が動き出して、頭がリフ

レッシュできます。

植物と親しむ

植物のもつ形、色、香りなど豊かな

アナログ情報が気持ちを落ち着かせる

植物を見ると気分がリフレッシュできます。

その理由は、ひとことでいうならば、植物の

「アナログ性」にあります。ふだん人工的につく

られたモノに囲まれて暮らす私たち。そんな私

たちが自然の緑の中を歩いてホッとするのは、

自然界には人工のものと比べものにならないほ

ど複雑な色や形がぎっしり満ちているからです。

真っ白な部屋で暮らすと脳に異常をきたすと

いうのは有名な話です。つまり私たちは脳に届

く情報が少なすぎるとイライラし、大自然の中

にいるときのように複雑なアナログ情報に包ま

れているときに快感を抱く訳なのです。

名画に見とれる

好きな絵を見てうっとりすれば、

脳もリフレッシュできる

好きな絵を見ることも、リラックスには最適

な方法です。よく「うっとり見とれる」という

言葉を使いますが、まさにその「うっとり」が

脳の快感を、「見とれる」が脳の働きをあらわし

ているといっていいでしょう。

好きな絵を見るときは、あれこれ頭を動かし

て観察しているわけではありません。脳の後頭

部のあたりにある視覚の領域は働いていても、

思考中枢は休んでいます。これが、「見とれる」

という行為です。そして、「うっとり」気持ちよ

く快感にひたっているため、理想郷にいるよう

なもので、脳が働く必要がないわけです。

太陽の光を浴びて生体リズムを整える

「春眠暁を覚えず」の季節。何となく寝覚めが

悪かったり、生活のリズムが乱れてきたな、と

思ったら、早朝の散歩をお勧めします。

私たちの体内時計（生体の自然リズム）は、

１日25時間にセットされています。実際の１日

との時間にズレがあるのですが、このズレを調

節しているのが、太陽の光なのです。太陽の光

は、血液中のメラトニン（脳内から分泌される

睡眠と覚醒に深くかかわるホルモン）の分泌を

コントロールし、夜は眠りにつきやすく、昼は

活動的に動けるように調節をします。そして、

生体リズムのズレを調節する作用ももっている

のです。

この働きが特に強いのが、早朝の太陽の光で

す。朝ちょっと近所を散歩してみてはどうでしょ

うか。

寒さに身を縮めて過ごした冬も終わり、身も心もウキウキするような春の訪れ…。

ところが何となく体が重い、だるい、寝付きや目覚めが悪い、イライラする。春先は

こんな不調もありがちです。ここでは、快適な春を元気に過ごすための、リフレッシュ

方法のヒントをご紹介します。

保 健 だ よ り
������������������������������			

����������������		
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ん な 健の 康み４月の保健行事
〈問い合わせ〉 勝浦町福祉課保健師 （42）1502

IP㈹ 050（3438）7148

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの

17 金 ２歳児健康診査 13:30～14:00
農村環境改善
セ ン タ ー

平成19年１月１日か
ら６月30日までに生
まれた子

母子健康手帳

18 土 男 の 料 理 教 室 9:30～ 住民福祉センター 会 員
エプロン
筆記用具

23 木 健 康 相 談 10:00～11:00 勝 浦 会 館 住 民 健康手帳

24 金 乳 児 健 康 診 査 13:30～14:00
農村環境改善
セ ン タ ー

平成20年10月１日か
ら平成21年２月28日
までに生まれた子

母子健康手帳

28 火 愛育班連絡協議会 9:30～14:00 住民福祉センター 愛育班長
エプロン
筆記用具

勝
浦
病
院
で
は
、
医
療
の
質
の
向
上
と
効
果
的
な
サ
ー
ビ

ス
の
改
善
を
目
指
し
ま
た
、
医
療
に
対
す
る
信
頼
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
財
団
法
人
日
本
医
療
機
能
評
価

機
構
が
実
施
し
て
い
る
病
院
機
能
評
価
事
業
を
受
審
し
、
認

定
を
受
け
ま
し
た
。

病
院
機
能
評
価
と
は
、
診
療
や
看
護
、
管
理
部
門
に
つ
い

て
五
百
三
十
二
項
目
の
評
価
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
当
院
で

は
平
成
十
八
年
末
に
受
審
を
決
定
し
、
平
成
十
九
年
五
月
に

準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
平
成
二
十
年
十
月
に
受
審
し
ま

し
た
。
そ
の
間
、
職
員
で
組
織
す
る
委
員
会
を
増
や
し
、
外

壁
の
塗
り
替
え
や
内
装
の
張
り
替
え
、
院
内
の
バ
リ
ヤ
フ
リ
ー

化
等
、
患
者
様
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
病
院
づ
く
り
へ
と

改
善
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

認
定
は
県
内
の
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
と
し
て
は
二
番

目
で
、
認
定
証
の
有
効
期
間
は
五
年
間
で
す
。

今
後
も
「
安
心
・
安
全
・
信
頼
の
医
療
を
提
供
す
る
」
病

院
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

勝浦病院

病院機能評価
認定証取得

妊婦さん並びに母子健康手帳の交付を受けられる方へ お知らせ

４月１日から妊婦健康診査臨時特例交付金にかかる健康診査で、現在

５回分の健康診査票から14回分の健康診査票の交付になります。母子

の健康管理と健康の保持推進のため妊婦健康診査は必ず受けましょう。

交付の希望がある方は、勝浦町役場住民課受付窓口

へ申請にお越しください。

また、この制度は現時点で、平成21・22年度の事業

となっています。
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勝浦病院における定期予防接種について

実施月 通年（４月～３月）

予防接種の

予 約

希望日の１週間前までに電話で予約をしてください。
予約の申し込み時間は 月～金曜日の午後３時～５時
勝浦病院 （42）2555 ＩＰ 050（3438）7441

内容と時間

月 曜 日 金 曜 日

小児科

午前10時～
午後３時

①ＢＣＧ
②ジフテリア・
破傷風二種混合

①ジフテリア・百日咳・
破傷風三種混合

②麻しん・風しん混合
（１期・２期・３期）
③日本脳炎

麻しん・風しん混合 （４期） 内科

接種料金 無 料 （ただし定期接種以外は、任意接種となり
接種料金も実費となります）

徳島県広域化
予防接種について

接種希望される方は、勝浦町
役場福祉課へ前もって
お問い合わせください。

〔問い合わせ先〕

勝浦町役場 福祉課保健師

（42）1502

ＩＰ㈹ 050（3438）7148

予防接種は予防接種法に基づき、免疫水準を維持するため一人ひとりの健康状態に合わ

せ、個別で実施しています。正しく理解した上で、計画的に接種年齢内に受けましょう。

麻しん･風しん

予防接種の
スケジュール表

19
歳

18
歳

17
歳

16
歳

15
歳

14
歳

13
歳

12
歳

11
歳

10
歳

９
歳

８
歳

７
歳

６
歳

５
歳

４
歳

３
歳

２
歳

１
歳

９
ヵ
月

６
ヵ
月

３
ヵ
月

麻しん（はしか）
注

風しん
注

13歳となる日の属する年度
の初日から当該年度の末日

までの間にある者（中学１
年生に相当する年齢の者）

18歳となる日の属する年度
の初日から当該年度の末日

までの間にある者（高校３
年生に相当する年齢の者）

５歳以上７歳未満で
小学校就学前の１年

間（いわゆる幼稚園、
保育所等の年長児）

５歳以上７歳未満で
小学校就学前の１年
間（いわゆる幼稚園、

保育所等の年長児）

13歳となる日の属する年度
の初日から当該年度の末日
までの間にある者（中学１

年生に相当する年齢の者）

18歳となる日の属する年度
の初日から当該年度の末日
までの間にある者（高校３

年生に相当する年齢の者）

麻しんや風しんは幼児期早期にかかってしまうことが多いため、お母さんからの免疫がなく

なる生後12月以降なるべく早期に、第１期の接種を受けましょう。（３期・４期は、平成20年

度から５年間の措置です。現在１期・２期の対象となるお子さんは３期、４期はありません。）

注：麻しんおよび風しんについて同時に行う第１期、第２期、第３期又は第４期の予防接種は、ＭＲ混合ワクチ

ンで接種を行います。

接種料金：無料 ただし定期接種以外は、任意接種となり接種料金も次のとおりの実費となります。

１期・２期 9,950円 ３期・４期 9,230円

日 担 当 内 容

７日（火） 内科医師 糖尿病について

14日（火） 坂口栄養士 食事について

21日（火） 正瑞薬剤師 薬について

28日（火） 亀山看護師長 生活について

糖尿病教室４月

場 所 勝浦病院２階 多目的室

時 間 午後２時から１時間程度

費 用 無料です。

そ の 他 申込みは不要で自由参加です。

お気軽にどうぞ。

問い合わせ 勝浦病院 （42）2555

ＩＰ050（3438）7441

定期予防接種について
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あ
な
た
は
、
障
害
者
と
生
活
す
る

こ
と
を
大
変
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。
私
の
兄
は
、
中
学
二
年
生
の
と

き
に
か
か
っ
た
病
気
が
も
と
で
体
が

不
自
由
に
な
り
、
車
イ
ス
と
松
葉
杖

を
使
っ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
だ
か

ら
、
兄
が
一
人
で
は
出
来
な
い
こ
と

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
、

近
く
に
い
る
家
族
が
手
助
け
し
て
い

ま
す
。
で
も
、
私
は
そ
れ
が
当
た
り

前
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
に
と
っ

て
は
、
兄
の
手
助
け
を
す
る
の
も
、

友
達
に
数
学
の
解
き
方
を
教
え
て
あ

げ
た
り
、
困
っ
て
い
る
と
き
に
助
け

て
あ
げ
た
り
す
る
の
と
同
じ
こ
と
な

の
で
す
。
だ
か
ら
、
私
は
兄
と
生
活

し
て
い
て
、
苦
労
す
る
と
か
大
変
だ

と
か
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

障
害
の
な
い
人
に
比
べ
て
、
ち
ょ
っ

と
手
助
け
す
る
回
数
が
多
い
だ
け
な

の
で
す
。

私
は
兄
と
共
に
生
活
す
る
中
で
、

兄
が
障
害
者
だ
と
意
識
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
買
い
物
に
行

こ
う
と
な
っ
た
と
き
、
段
差
は
あ
る

か
な
、
ス
ロ
ー
プ
は
あ
る
か
な
と
考

え
ま
す
。
そ
の
と
き
、「
兄
ち
ゃ
ん
て
、

障
害
者
だ
っ
た
ん
や
な
ぁ
」
と
思
う

の
で
す
。
で
も
こ
れ
は
、
毎
日
一
緒

に
生
活
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
言
え
る

こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
私
も
小
さ
い
と
き
は
、

障
害
者
に
対
す
る
偏
見
を
持
っ
て
い

ま
し
た
。
初
め
て
障
害
者
を
見
た
時
、

「
や
り
た
い
こ
と
で
き
ん
の
っ
て
嫌
や

な
ぁ
、
な
り
た
く
な
い
な
ぁ
」
と
か
、

「
自
分
に
は
関
係
な
い
」
と
思
い
ま
し

た
。
で
も
、
兄
が
病
気
に
な
っ
て
、

障
害
者
が
身
近
に
な
っ
た
と
き
、
私

の
障
害
者
に
対
す
る
考
え
は
ガ
ラ
ッ

と
変
わ
り
ま
し
た
。
私
は
あ
の
頃
、

人
を
外
見
だ
け
で
判
断
し
て
し
ま
っ

て
い
た
の
で
す
。
で
も
、
外
見
だ
け

で
は
そ
の
人
の
生
き
方
や
物
の
考
え

方
ま
で
は
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と

を
、
兄
と
の
生
活
で
実
感
し
ま
し
た
。

兄
か
ら
こ
の
こ
と
に
気
付
か
せ
て
も

ら
わ
な
け
れ
ば
、
私
は
今
も
、
障
害

者
へ
の
偏
見
を
持
っ
て
い
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
私
は
兄
が
障
害
者
に
な
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
偏
見
が
な

く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
で
も
多
く

の
人
は
、
健
常
者
に
比
べ
て
障
害
者

が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
街
で
障
害

者
を
見
か
け
る
回
数
も
そ
う
多
く
な

い
と
思
い
ま
す
。
障
害
者
に
接
す
る

機
会
が
少
な
い
人
た
ち
は
、
小
さ
い

頃
の
私
の
よ
う
に
、
外
見
か
ら
障
害

者
に
対
し
て
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ

こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
が
、
そ
の
人
の
障
害
者

に
対
す
る
「
心
の
壁
」
に
な
っ
て
い

る
と
思
う
の
で
す
。
こ
の
「
心
の
壁
」

を
取
り
除
く
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
で
し
ょ
う
。
私
は
、「
他
人
を
認

め
る
心
」
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
自
分
を
大
切
に
す
る
心
が

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

世
界
中
で
、
自
分
と
ま
っ
た
く
同
じ

人
は
い
ま
せ
ん
。
た
っ
た
一
人
し
か

い
な
い
人
間
で
あ
れ
ば
、
そ
の
人
に

し
か
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。

だ
か
ら
、
私
た
ち
は
も
っ
と
自
分
自

身
を
大
切
に
し
な
く
て
は
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。
自
分
の
存
在
が
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
自
然
に
他

人
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
は
ず
で
す
。
そ
の
心
で
相
手
の

個
性
を
受
け
止
め
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
人
の
性
格
、
外
見
、
行
動
な
ど
、

す
べ
て
が
個
性
だ
と
思
い
ま
す
。
手

や
足
が
な
く
て
も
、
階
段
が
上
れ
な

く
て
も
、
目
が
見
え
な
く
て
も
、
そ

れ
を
個
性
と
し
て
受
け
止
め
て
く
だ

さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
健
常
者
の
障

害
者
に
対
す
る
「
心
の
壁
」
が
な
く

な
る
と
思
う
の
で
す
。
私
と
い
う
人

間
が
一
人
し
か
い
な
い
よ
う
に
、
他

の
人
も
一
人
し
か
い
な
い
大
切
な
存

在
な
の
で
す
。

私
は
兄
に
こ
ん
な
質
問
を
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

「
兄
ち
ゃ
ん
、
病
気
に
な
る
前
、
障

害
者
に
偏
見
持
っ
と
っ
た
。」

「
う
ん
、
持
っ
と
っ
た
よ
。」

私
は
質
問
を
続
け
ま
し
た
。

「
ほ
な
、
病
気
に
な
っ
て
、
自
分
が

偏
見
を
持
っ
と
っ
た
障
害
者
側
に
な
っ

て
ど
う
。」

「
ほ
ら
、
最
初
は
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た

け
ど
、
障
害
や
っ
て
自
分
の
一
部
っ

て
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
今
、

楽
し
い
よ
。」

私
は
兄
が
こ
ん
な
こ
と
を
言
う
と

思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
驚
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

手
助
け
す
る
側
の
人
に
と
っ
て
「
楽

し
い
」
と
い
う
言
葉
を
言
わ
れ
た
ら
、

す
ご
く
う
れ
し
い
も
の
で
す
。

私
は
、「
障
害
者
は
特
別
な
人
」
と

い
う
考
え
を
持
っ
て
い
る
人
を
本
当

に
な
く
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。「
自
分
と
は
ち
が
う
人
」
と
い

う
考
え
が
「
特
別
な
人
」
と
い
う
言

葉
を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
す
。
世

界
に
は
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
ま
す
。

そ
の
一
人
ひ
と
り
個
性
も
ち
が
い
ま

す
。
そ
の
人
た
ち
の
個
性
を
受
け
止

め
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
あ
な
た
の

「
心
の
壁
」
は
な
く
な
り
ま
す
。

障
害
者
は
不
便
で
す
。
で
も
、
不

幸
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
障
害
者
み
ん

な
に
「
楽
し
い
」
と
言
っ
て
も
ら
え

る
よ
り
よ
い
社
会
を
私
達
の
力
で
作
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

たった一人のあなたへ

平
成
十
五
年
度

全
国
中
学
生
人
権
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県
大
会
よ
り



「
ゆ
ず
り
合
い

笑
顔
で
走
ろ
う

阿
波
の
道
」

交
通
安
全
思
想
の
高
揚
を
図
り
、
正
し
い
交
通
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
、
交
通
事
故
の
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

期

間

四
月
六
日（
月
）～
十
五
日（
水
）

運
動
重
点

春
の
交
通
安
全
運
動
で
は
、
新
入
学
児
童
等
に
対
す

る
交
通
ル
ー
ル
の
理
解
と
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
る

と
と
も
に
、
本
格
的
な
高
齢
社
会
へ
の
移
行
に
伴
う
高
齢
者
の

交
通
事
故
情
勢
に
的
確
に
対
処
す
る
た
め
、
～
子
ど
も
と
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
～

を
運
動
の
基
本
と
す
る
。

推
進
事
項

★
子
ど
も
と
高
齢
者
の
事
故
防
止

道
路
横
断
中
の
子
ど
も
や
高
齢
歩
行
者
及
び
自
転
車
乗
車
中

の
子
ど
も
や
高
齢
者
の
保
護
を
図
る
な
ど
、
思
い
や
り
の
あ
る

運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

★
全
席
に
お
け
る
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
使
用
の
徹
底

交
通
事
故
発
生
時
に
お
け
る
被
害
の
防
止
・
軽
減
を
図
る
た

め
、
後
部
座
席
を
含
め
た
同
乗
者
全
員
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
正

し
く
着
用
さ
せ
よ
う
！
家
庭
や
職
場
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
効
果
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
正
し
い
着

用
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
！

★
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

交
差
点
で
の
確
実
な
一
時
停
止
と
安
全
確
認
や
夜
間
に
お
け

る
前
照
灯
の
点
灯
な
ど
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
遵
守
し
、
自

転
車
の
安
全
利
用
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

★
飲
酒
運
転
等
無
謀
運
転
の
追
放

飲
酒
運
転
等
無
謀
運
転
の
悪
質
性
・
危
険
性
・
交
通
事
故
の

悲
惨
さ
を
認
識
し
、
地
域
、
職
場
、
家
庭
に
お
い
て
飲
酒
運
転

等
無
謀
運
転
を
許
さ
な
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

★
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

夕
暮
れ
時
や
夜
間
が
重
大
交
通
事
故
の
多
発
時
間
帯
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
、
薄
暮
時
間
帯
に
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を
行
う

と
と
も
に
、
緊
張
感
を
持
っ
た
運
転
を
行
い
ま
し
ょ
う
！
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春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
始
ま
り
ま
す

福
の
神
寄
っ
て
来
そ
う
な
笑
い
声

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

二
人
し
て
苦
楽
を
共
に
半
世
紀

横
瀬

西

蔭

達

男

不
器
量
を
個
性
的
だ
と
お
だ
て
ら
れ

立
川

堀

梅

子

ふ
る
里
の
灯
り
次
第
に
遠
く
な
る

立
川

前

田

千

恵

福
の
神
き
っ
と
心
の
中
に
住
む

生
名

岩

本

敏

子

振
り
返
り
読
ん
で
お
り
ま
す
農
日
記

坂
本

平

尾

智

男

普
段
着
が
一
番
似
合
う
君
で
い
い

横
瀬

関

東

紀

美

〈
評
〉
い
つ
も
見
馴
れ
て
い
る
普
段
着
の
君
が

誰
よ
り
も
よ
い
と
思
う
。
こ
れ
が
五
十
年
君

と
の
仲
だ
か
ら
。
お
互
い
に
元
気
で
余
生
を

楽
し
み
た
い
も
の
。

不
景
気
の
風
吹
き
荒
れ
る
春
で
あ
る

横
瀬

西

蔭

達

男

〈
評
〉
ア
メ
リ
カ
発
の
金
融
不
況
で
世
界
の
人
々

が
あ
え
い
で
い
る
。
働
く
人
達
の
首
切
り
や
、

そ
の
住
居
を
追
わ
れ
る
悲
惨
さ
。
早
く
不
況

退
治
を
願
う
。

風
呂
敷
の
利
便
さ
分
か
る
外
人
も

横
瀬

前

田

好

月

〈
評
〉
レ
ジ
袋
の
有
料
化
が
言
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
日
本
に
は
風
呂
敷
と
言
う
先
輩
の
遺

産
が
あ
る
。
風
呂
敷
が
主
役
に
な
る
の
も
近

い
か
も
知
れ
ぬ
。

不
真
面
目
な
テ
レ
ビ
を
嫌
う
戦
中
派

棚
野

殿

川

早

苗

不
老
薬
進
ん
だ
御
代
に
未
だ
な
し

横
瀬

前

田

好

月

身
の
程
を
野
に
咲
く
花
に
教
え
ら
れ

生
名

岩

本

敏

子

寝
て
は
食
べ
狂
っ
た
三
日
の
腹
時
計

棚
野

島

つ
と
む

親
と
子
の
絆
深
か
め
て
ゆ
く
ボ
ー
ル

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

ふ
ら
つ
い
て
突
き
つ
け
ら
れ
た
老
化
症

棚
野

殿

川

早

苗

書
け
ぬ
字
が
多
く
て
辞
書
を
離
せ
な
い

棚
野

日

下

美

里

見
比
べ
て
立
派
な
方
を
客
に
出
す

棚
野

島

つ
と
む

母
ち
ゃ
ん
に
貸
し
て
あ
げ
る
と
お
年
玉

横
瀬

桜

木

千

代

古
傷
も
笑
顔
で
話
す
ク
ラ
ス
会

横
瀬

桜

木

千

代

風
呂
敷
で
つ
つ
み
切
れ
な
い
趣
味
の
数

横
瀬

呑

口

久

子

老
い
二
人
減
ら
ず
口
言
い
元
気
で
す

横
瀬

関

東

紀

美

欲
も
捨
て
我が

も
捨
て
生
き
る
老
い
の
日
々

横
瀬

呑

口

久

子

母
さ
ん
の
失
敗
時
々
笑
わ
せ
る

横
瀬

中

田

万

里

あ
と
五
分
あ
と
三
分
と
夜
具
の
中

坂
本

平

尾

智

男

〈
評
〉
実
感
の
出
た
よ
い
句
だ
と
思
う
。
寒
い

朝
は
二
分
と
か
三
分
が
貴
重
な
時
間
。
だ
ら

し
な
い
の
も
困
る
が
無
理
の
な
い
範
囲
で
頑

張
り
た
い
ね
。

風
習
を
守
り
正
月
飾
り
す
る

棚
野

日

下

美

里

〈
評
〉
次
第
と
風
習
が
消
え
て
行
く
。
し
め
飾

り
も
段
々
減
っ
て
い
る
。
節
目
毎
の
風
習
が

消
え
る
の
は
淋
し
い
。
残
し
た
い
風
習
も
多

く
あ
る
と
思
う
。

派
手
に
生
き
る
事
の
出
来
な
い
山
育
ち

横
瀬

中

田

万

里

〈
評
〉
環
境
で
派
手
に
も
地
味
に
も
な
る
。
し

か
も
デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
も
か
わ
る
。
街
に

出
る
機
会
が
次
第
と
変
え
る
か
ら
心
配
し
な

い
で
欲
し
い
。

「
ふ
」
か
ら
始
め
る

題

雑

詠

次
回
作
品
募
集

四
月
五
日
締
め
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸

山

香

月

五
月
一
日
締
め
切
り

短
歌
一
人
一
首

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

秀

句

秀

句

か
つ
う
ら
柳
壇

井

上

博

選



生
名
ロ
マ
ン
街
道

勝
浦
さ
く
ら
祭
り
四
月
十
二
日
ま
で
開
催
中

24

ボランティアグループ「勝浦を考える会」

ビン（無色･茶色･その他）収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

７日
（火）

山 西 山西集会所横の自転車置場付近

14日
（火）

中 山 中 山 集 会 所 前

21日
（火）

立 川 前田さん宅前ごみフェンス横

28日
（火）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

前 川 農 村 公 園

佐野さん宅前ごみフェンス横

井 上 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

６日
（月）

山 西
ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

27日
（月）

坂 本

〃

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ペットボトル・白色トレイ収集日程表
収集日 地 区 備 考

２日 ・16日 旧生比奈
原則第１・３木曜日ただし
祝祭日やお盆は変更してい
ます。ご注意ください。

３日 ・17日 旧 横 瀬
原則第１・３金曜日ただし
祝祭日やお盆は変更してい
ます。ご注意ください。

分別ステーション設置地区は、毎日出すこ

とができますが、年末年始等の連休には集中

しないように計画的に出してください。 ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

指定場所と４月・５月の受取日時

指定場所 （中角）勝浦町農村婦人の家敷地内

リサイクル保管庫

受取日時 ３月29日 ～４月３日
４月26日 ～５月１日
午前８時30分～午後５時

指定場所 （横瀬）勝浦町民体育館裏

リサイクル保管庫

受取日時 ４月５日 ～10日
５月３日 ～８日
午前８時30分～午後５時

※午後５時から午前８時30分まで保管庫を施錠し

ます。絶対、保管庫の外に古紙を置かないよう

にしてください。

古紙の出し方

ガムテープなどは使わず、ひもで束ねて出す。

古紙の分け方

①段ボール
厚手の菓子箱などは大丈夫です。

②新聞紙・折込チラシ
「広報かつうら」のようなものは雑誌へ

新聞紙・折込チラシは一緒にひもで束ねて出す。

③古本・雑誌・紙
同じ種類に分ける。厚い表紙は破って段ボールへ

ビニール封筒に入った雑誌などは、ビニール封筒

をはずす。

ビニール窓のついた封筒はビニールをはずす。

出してはいけない物（禁忌品）

【問い合わせ】 勝浦町住民課 (42)1501

IP㈹050（3438）7148

日 時 ４月16日(木)
午前９時から午後４時まで

場 所 勝浦町リサイクルプラザ
（横瀬 速水商店前）

方 法 リサイクルプラザ内の回収用コンテナ
に入れてください。綿100％で無い等、
不適品は持ち帰っていただきます。

綿100％古着回収のお知らせ

粘着物
粘着テープ、シール、ワッペン類、糊が
多量に使われているもの

金 属 金具がついたファイル、金属クリップ類

フィルム
や合成樹脂

フィルム類、セロハン、発泡スチロール、
プラスチック製品、ビニールコート紙

特殊な薬剤
が塗布
された紙

耐水性段ボール、紙コップなどのワック
ス加工紙、酒の紙パック、写真、油紙、
レシートなどの感熱紙、カーボン紙、ペッ
トのえさ袋

その他
カセットテープ、アルバム、手さげ紐が
ビニールの紙袋、セメント、ビニールが
含まれた米袋、紙以外のもの最近、犬の飼い主のマナーが悪くなっ

てきています。

飼い犬の放し飼いや散歩中のフンの放
置はやめましょう。

９日 ・23日
※登録している犬の場合は印鑑

と鑑札が必要です。

不用犬
引き取り日
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★おはなし会

26日 午後２時から

図書館幼児室

※小さなお子様を対象にした紙芝居の読

み聞かせです。ぜひいらして下さい。

★図書館が閉っている時の返却本は玄関

横のブックポストに入れてください。

４
月
の
行
事

くじら組 山 本 一 力

私立探偵・麻生竜太郎 柴田よしき

三匹のおっさん 有 川 浩

プリンセス・トヨトミ 万 城 目 学

こんな感じ 群 ようこ

眩 暈 東 直 己

作りおき節約レシピ 岩 崎 啓 子

炊飯器で超かんたんふんわり米粉パン
多森サクミ

15分でできる！あけてうれしいお弁当レシピ
稲 熊 由 夏

荻原博子の家計リセット術 荻 原 博 子

《児 童 書》

チップとなぞのビー玉めいろ
すえよしあきこ

アヤカシ森からSOS！ 白金ゆみこ

はなかっぱ あきやまただし

おかあさんあのね さかぐちえみこ

ふっくらクマさん ミック･インクペン

ババールとおちびのイザベル
ロラン･ド･ブリュノフ

ツバメのたび 鈴木まもる

ねえ、ほんよんで！ レイン･マーロウ

ちびっこぴいた こばやしえりこ

あめふりあっくん 浜 田 桂 子

新着図書の一部紹介

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５

２６ ２７ ２８ ２９ ３０

○県立図書館協力巡回日 ○休館日

３月４日（水）生比奈小学校児童20人が図書館見

学に訪れ図書館の利用の仕方の説明を受けたり、

郷土資料室を見学しました。

☆楽しい図書館の見学 ２年 大久保紅葉

今日、かつうら町の図書かんに行きました。わたしは

図書かんについて本を見ていたら、むずかしい本があっ

たので「こんなむずかしい本を読む人がいるんだな。」と

思いました。わたしもむずかしい本を読めるようにした

いです。それから図書かんにおいてあるおひなさまのよ

こでしゃしんをとりました。

その後２かいのしりょうかんに行ってか石を見ました。

青や赤や茶色のもありました。また見に行きたいです。

☆本をいっぱいかりたよ ２年 戸 川 光

ぼくは、今日図書かんに行きました。いっぱい本があっ

て、ぼくはまよいました。そして、やっときまったのが

「もののけひめ」です。ＤＶＤもかりました。かりたのは

「ワンピース」と「かいけつゾロリ」です。もののけひめ

を見てみたら、こわい場めんもありました。図書かんの

カードは１回しかつかえないと思っていたけど、図書か

んに行ったときはいつもつかえるのでうれしいです。

☆図書かんに行ったよ ２年 尾 山 龍 輝

今日、図書かんに行きました。図書かんには、本やビ

デオやＤＶＤがありました。ぼくは「メジャー」をかり

て､ 帰りのバスの中で読みました。図書かんはいろんな

ものがあっておもしろかったです。ビデオが見れなかっ

たから、こんどはビデオを見たいです。ＤＶＤもかりて

みたいです。

☆図書かんの見学 ２年 多 田 陽 香

わたしは、図書かんの見学でびっくりしたことが一つ

あります。それは２かいのしりょう室にかざってあった、

むかしのどうぐです。今とちがうレコーダーや、かんや

くしがなどがありました。むかしはやくに立っていたん

だなあ。すごくいいなと思いました。

今度行くときもむかしのものを見てみたいです。
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交流講座の申し込み

まちのうごき
平成21年２月16日～３月15日（敬称略）
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日 時 ４月11日

午前９時30分～午後４時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

日 時 平日 午前８時30分～午後７時
※土・日・祝日を除く

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

年金請求に関する相談 ０５７０（０５）１１６５

年金受給している方の相談 ０５７０（０７）１１６５

受付時間 午前８時30分～午後５時まで
※土・日・祝日を除く

休 日 年 金 相 談

ね ん き ん ダ イ ヤ ル

時 間 延 長 年 金 相 談

年 金 相 談

人口（平成21年２月28日現在）

世帯数 2,152戸

男性 2,975人

女性 3,180人

計 6,155人

出生 男３人 女２人 計 ５人

死亡 男４人 女１人 計 ５人

転入 男７人 女４人 計 11人

転出 男１人 女４人 計 ５人
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４月 勝浦郡夜間救急当番表

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５

２６ ２７ ２８ ２９ ３０

○勝浦病院 42-2555 ●上勝診療所 44-5010
平日:午前６時～翌朝午前９時 休日:午前７時～翌朝午前９時

日 時 ３日 ･10日 ･17日 ･24日

午後１時～４時30分

場 所 勝浦町住民福祉センター１階

内 容 人権・行政・厚生・福祉

※平日でも受付しておりますので、お気軽
にお問い合わせください。 (42)4652

心配ごと相談

当講座は、勝浦会館において当地域と近隣地

域の方々が、それぞれの講座の中で親ぼく・交

流を深め人権問題に対する理解と認識を高めて

いくことを目的としています。この趣旨をご理

解いただき、多数の方のご参加をお待ちしてお

ります。

申 込 先 勝浦会館（申込用紙は、会館にあります）

開 講 ５月から

開講予定 大正琴・陶芸・踊り・習字・生け花・

歌謡・着付け

(注) 参加者が少ない場合や講師の都合で開講でき

ない場合もありますので、お含みください。

各教室には材料費等が必要です。申し込み時

にお尋ねください。

問い合わせ先

勝浦会館 （42）3305・IP 050（3438）8631
mail:kaikan@town.katsuura.tokushima.jp

勝浦会館
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